
449

2019年 9月

Fe-Cu系軸受の焼結過程における空孔の生成機構について

渡辺　洸尚

粉体および粉末冶金 8 (1961) 63-72.

「Fe-Cu系軸受の焼結過程における空孔の生成機構について」に寄せて
 住友電気工業株式会社
 林　哲也

今回は，渡辺侊尚先生が工業技術院名古屋工業技術試験所（現産総研中部センター）にて研究
された Fe-Cu系軸受の焼結現象について，1958年と 1959年の大会にて発表された研究論文を紹
介する．1958年は粉体粉末冶金協会設立の年であり，この時期は Fe-Cu系焼結材料の市場開拓
の黎明期になる．先生は 1952年より「青銅系含油軸受の研究」，「機械部品としての鉄系焼結材
の研究」などを発表され，本協会の第 5代会長の若林章治先生と共著「粉末冶金」は大学での教
科書として広く活用されてきた．「君が代」は，焼結現象を謳っていると講義されたことを記憶
している．当協会の理事，幹事，副会長，顧問を歴任され，研究功績賞や功労賞の他，通産大臣
賞や藍綬褒章などを受賞されている．早稲田大学の鋳物研究所（現材料技術研究所）の所長もさ
れ，学生の教育や研究者の育成に力を注がれた．その後，この教えを受けた門下生の多くが関連
企業の研究開発や経営に関わることになる．
本論文は，1961年に本誌に掲載された「Fe-Cu系軸受の焼結過程における空孔の生成機構につ
いて」である．現在も焼結部品の大半が Fe-Cu系であるが，60年以上前に Fe-Cu系の焼結現象を
直接自らの目で観察して原理原則を踏まえてメカニズムを解明する研究には学ぶべきことが多く
ある．第一原理計算などによる研究がもてはやされる現在において，改めて現場で現物の現象を
観察することが重要であることを示唆する優れた論文であり，焼結材料の技術者，研究者には，
将に「温故知新」として是非とも一読していただきたい．
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